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キャリアパス（人間科学職に求められること）
　こちらの図では、人間科学職のキャリアパスを示しています。

　人の一生に関わる幅広い分野の仕事を担う厚生労働省の中で、人間科学職は主に「職業」の分野に関する政策を専門的な視点を生かしながら支えてお

り、その経験を積みながらキャリアアップを図っていきます。その際、厚生労働省の人間科学職には、個々の人間に向き合い課題を一つ一つ解決していく

個別支援に直接携わることよりも、むしろ必要な支援を行っていくための仕組みを作り、動かしていくことが求められます。

　個別支援の手法を理解したうえで、さまざまな事業・業務・制度・助成金・補助金などの仕組みを創設・改善したり、関係団体などとの連携の体制を構築した

り、事業主や国民に対する指導・啓発を進めたり、あるいは現場で用いられる診断・評価・相談・カウンセリング・指導などの手法を開発してさまざまな技法・

ツール・マニュアル・データベースなどを構築したり、現場の相談機能がうまくワークするよう効果的な指導を行ったり、組織マネジメントの方法を検討したり

することなどを通じて、必要な支援を成し遂げていくことが求められているのです。 

このため、まずは「総合職」としての企画立案の能力、調整の能力、指導能力などが求められます。さらに、これを突き詰めていくと、積極性、理解力、説明

力、論理構成力、リーダーシップ、コミュニケーション能力などが求められることになります。

それでは、次のページから人間科学職として働いている職員を紹介していきます。

係員 係長級
課長補佐級 企画官・室長級 課長・首席職業指導官クラス以上

都道府県労働局長都道府県労働局　　　 職業安定部長など

海外・独立行政　　　 法人等での勤務

キャリアパス

１年目 ５年目～

地方管理職など

稲葉 雄大
いな ば   ゆうだい

P13
青野 源太
あお の   げん た

P13

平田 智也
ひらた   とも や

P11
石川 貴之
いしかわ  たかゆき

P15
中齋 美咲
なかさい    み  さき

P16
鶴川 泰生

つるかわ  やす  お  

P17
渡部 愛
わたなべ  あい

P18

中村 颯希
なかむら さつ  き

P12
鶴井 雅樹
つる  い　まさ  き

P15

埴田 ゆかり
はに た

P11

宇都宮 優菜
うつのみや ゆう な

P14
副島 一真
そえじま かず ま

P23
中村 詩帆
なかむら  し   ほ

P23
増田 保美
ますだ   やす み

P24
古田 詩織
ふる た    し おり

P19
平川 雅浩
ひらかわ まさひろ 

P20
根本 友之
ね もと ともゆき

P24
田中 俊輔
たなかしゅんすけ

P14

村上 佳菜子
むらかみ   か   な   こ

P16

松瀬 貴裕
まつ せ  たかひろ

P3

入省２年目の１年間は、都道府県労働局及びハローワークでの
地方研修があります。（詳しくはP13,14）

在外公館や国際機関、独立行政　　　　　法人等で勤務することもありま
す。（詳しくはP21-24）

行政官としての基礎を固める
OJT・研修で行政官としての基礎スキルを習得
労働関係部局を中心に幅広い政策分野を経験

省の中核的な役割を果たす
様々なプレイヤーの総合調整を担う
地方出向で幹部・管理職として勤務

高度の専門性を発揮
戦略的分析を行う

大局的視野で政策を立案・実施

都道府県労働局の管理職として、マネジメント業務に従事す
ることもあります。（詳しくはP19,20）


